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２０日（木）終業式

２１日（金）青少年赤十字トレセン（～２２日）
（碧南水上スポーツセンター）

２６日（火）自然観察会 ８：００～矢作川

２７日（水）ALTと親しむ会 ８：４５～
市ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ（５・６年：１０名）

６日（土）ささら川清掃活動
金管ﾊﾞﾝﾄﾞ七夕パレード

１２：１０ごろ開始

７日（日）安城選手権（水泳）
（市スポーツセンター）

２２日（月）全校出校日 ８：１５～

学年下校 １０：３０～
２４日（水）山の学校体験 （～２６日まで）

（６年：４名）

１日（木）２学期始業式
２日（金）給食開始、平常日課開始

②避難訓練

３日（土）ささら川清掃活動
５日（月）夏休み作品展１（午後）

６日（火）夏休み作品展２（終日）

７日（水）夏休み作品展３（午前）
１１日（日）西尾敬老会（金管バンド参加）

１８日（日）市敬老発表会（文化センター）

２５日（日）西尾町内運動会

学校保健委員会で、「からだづくり」！

本年度の第１回学校保健委員会は、テーマ
を「からだづくり運動で元気いっぱい！」と
し、健康について考える機会としました。
講師として、健康づくりリーダー安城支部

の加藤宣子様をお迎えし、実演と講話をして
いただきました。
参加者は、学校医さん、PTA委員さんに加

え、３年生全児童、３年生の希望保護者でし
た。加藤様のわかりやすく、リズムのある体
づくり運動に、子どもたちは楽しく活動し、
とても意義ある会になりました。
近年、運動をしないことによる運動機能不

全が起きているようです。また、安城市の体
力テストの結果が全高平均を下回っています。
今回は、普段あまり使わない筋肉を音楽に

合わせて動かし、運動の楽しさを実感し、運
動の大切さを学ぶ機会となりました。

夏休み中の交通安全について
夏休み中は、開放感もあり交通事故にあう確率の高い季節です。しかし、尊い命を失うわけ
にはいきません。学校では通学班集会をはじめ日々の生活指導の中で安全への意識を高めるよ
う指導しています。ぜひご家庭でもお子様と話し合うなど、自分の身は自分で守ることや危険
回避能力を身につけるようお話していただきたいと思います。

①道路横断時は、横断歩道を利用し、必ず左右の安全確認をすること。
②自転車利用時は、乗車用ヘルメットを着用すること。
③道路への飛び出し禁止と道路で遊ばないこと。
④信号や一時停止等の交通ルールを順守すること。
⑤自転車では、二人乗りしないこと。



スクールヘルパーさんの紹介

ヘルパーの皆さんは児童の安全と環境美化に尽力いただいています。岩瀬 進さんは、
学校の中やまわりの草取り、枝切りなど環境を整えてくださいます。また一輪車など壊れ
たものを直してもくれます。
杉浦正泰さん、岩瀬隆史さん、岸上忠一さんは、児童が安全・安心して登下校できるよ

うにと、毎日気を配って見守っていただいています。
南部小児童憲章第８条を思い出し、ヘルパーさんに感謝の気持ちを伝えていきましょう。

杉浦 正泰さん岩瀬 進さん 岸上 忠一さん岩瀬 隆史さん

南小っ子の活躍

○蒸気機関車写生大会 市長賞 ・ 安城市議会長賞

○日本陸上競技選手権大会 愛知県リレー大会

・小学校男子 4×100ｍR 第３位 安城ジュニア

・小学校女子 4×100ｍR 第４位 安城ジュニア

○熱田まつり全国献書大会 本会賞

○キャッチ旗争奪少年軟式野球大会 優勝 安城チーム

不審者対策避難訓練
本校では毎年この時期に、不審者対策避難訓練を行っています。防犯

に対する意識を高め、不審者が侵入したら、子どもたちはどのように行

動するのか、先生はどのように対応するかを訓練しました。今年は、祥

南小学校の先生が不審者となり、実際に大声を上げながら校内に侵入し、

緊張感のある訓練になりました。

警察に通報し、男性職員が不審者に対応し、女性職員が子どもたちの

安全確保に努めました。

警察署の方からの講話と、「さすまた」の使い方についての指導を受け

ることができました。

あってはならないことですが、いつでも起こり得ると言う危機意識を

もち、子どもたちの安全確保を最優先してまいります。

地域の行事や活動に進んで参加する南小っ子をめざしています。
南部小学区の方々は、これまで学校に対して、数多くのご協力・ご支援をいただいております。

南部小としても地域の行事や活動に対して、協力・参加を促しております。この夏休みも、歴史博

物館・安祥福祉センター・各公民館等の活用を呼びかけ、多くの子たちが見学・活用することを願

っています。ご家庭でも、話題にしていただき、学校・家庭・地域が一体となった取り組みを推進

していきたいと考えております。


